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• 2026年６月の調査では、２つの調査で合わせて全1７目５３科６１種が確認
されました。

• 最も報告が多かったのは昆虫類で、「お庭の生きもの調査」ではヤマトシジミ
が、「はじめてのお庭の生きもの調査」ではクモの仲間の報告が多かったで
す。吸蜜のために花を訪れる昆虫など、虫の活動が活発になり、それらを捕
食するクモも増えているようです（クモ類の確認は、4月は1種、5月は2種）。

• 次いで鳥類の報告が多く、両調査でスズメの報告が多かったです。

調査の目的
個人宅の庭を訪れる生きものを定点で観察し、そのデータを収集することで、生物多様性の現状把握と保全・回復のための施策立案の基
礎データとして活用すること。

調査の概要 お庭の特徴
• 調査期間： 2026年６月１日～30日
• 調査員登録数：10４件（2026年７月14日時点）

• ほとんどの庭は１階の地表面にあるものでした。
• 樹木、花壇、鉢植えなどがある庭が多かったです。

表１ 都道府県別調査員登録数

図１ 年代別調査員登録数

• 調査庭数： 10４庭
• 報告件数： 82件

図２ お庭の種類
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図３ お庭にある植物

結果概要
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お庭の生きもの調査調査結果

• 全17目53科61種が確認されました。（表２）
• 分類群単位では、昆虫類の種数が最も多く、次に鳥類が多かったです。 （表２）
• 昆虫類では、ヤマトシジミの報告が多く、バッタ類の今年度初確認が多かったです（表３）
• 鳥類では、スズメの報告件数が最も多かったです。 （表４）
• 甲殻類ではクモ類の確認種数が増えました（表５）

結果概要
• 調査期間： 2026年6月１日～30日
• 調査庭数： 1１庭
• 報告件数： 82件

調査の概要

表２ 各分類群の報告種数 表３ 昆虫類の種一覧と報告件数

表４ 鳥類の種一覧の報告件数 写真 ウスキクロテンヒメシャク
調査員提供

写真 オオカマキリ
調査員提供
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表５ 甲殻類（クモ類）の 種一覧の報告件数

※ 網掛け（緑色） … 2026 年度初確認の種
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はじめてのお庭の生きもの調査調査結果

• 「見た」の報告は、クモの仲間が最も多く、３庭で見られました。
• 次いで、白いチョウ 、黄色のアゲハチョウ、ミツバチ・ハナバチ、カマキリやトンボが２件

ずつでした。
• 「声を聞いた」を含めると、スズメも4件の報告がありました。

結果概要
• 調査期間： 2026年６月１日～30日
• 調査庭数： ３庭
• 報告件数： ３件

調査の概要

図4 はじめてのお庭の生きもの調査 各調査項目の報告内訳

写真 モンシロチョウ
調査員提供

写真 ササグモ
調査員提供

（図４）
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